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研究成果の概要（和文）：アルヌール・グレバン作『受難の聖史劇』の複数の写本を転写してそれらに見られる
孤立詩行や本文の異同などを検討し、各写本の作品伝承上の位置づけや相互の関係について考察を行った。その
結果、とくにG写本の作品伝承上の特権的な位置づけを明らかにすることができた。さらに同作品と『アラス受
難劇』を比較し、前者における韻の洗練を明らかにした。これらの成果は日本・フランスの諸大学において発表
され、多くの中世・16世紀文学・演劇研究者からの意見を得た。また副次的に中世テクストの日本語訳に関する
諸問題についての問題設定を行った。加えてフランスの二名の中世研究者の講演会を企画し、日仏の研究者間の
交流を促進した。

研究成果の概要（英文）：After transcribing some manuscripts of the Mystere de la Passion of Arnoul 
Greban, I analyzed isolated lines, indications in margins and textual variants of these documents 
and tried to define their positions in the transmission of the play just as their relationship. As a
 significant result, I noted the importance of the G manuscript in the textual transmission of this 
work. Subsequently, I compared this work of Greban and the Passion d'Arras of Eustache Mercade to 
show the refinement of rhymes made by Greban. I presented the results of these research in Japanese 
and French Universities and could receive many remarks from specialists of Medieval and Renaissance 
Literature and Theater. Furthermore, I pointed out some problematics concerning the translation of 
Medieval French Literature in Japanese. Also, I invited two French researchers of Medieval 
Literature and organized their conferences at Tokyo and Sendai, so as to promote the exchange 
between French and Japanese researchers.

研究分野：中世フランス文学
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  ２版
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１．研究開始当初の背景 
現代社会にくらべれば中世文明が絶えざ
る窮乏状態にあり，そこにおいて精神的・物
質的資源は常にリサイクルの対象とされな
ければならなかった。宗教的な劇作品一つを
とっても，それが複数の都市共同体で上演さ
れるのみならず，神学者や王侯の個人的読書
といった目的のために再利用されることは
当然の理であった。このプロセスの中で，写
本間の異文や上演用の指示を検討すること
で，作品が一つ一つの状況に順応していく過
程を描き出すことが出来るのではないかと
報告者は考えた。 
一方，中世末の演劇における中心的ジャン
ルである聖史劇はその多くが長大（数万行規
模）であり，また唯一の写本・印刷本で残さ
れていることが多いことから，異文の現われ
方や写本に記された上演上の指示について
複数の写本・印刷本を横断した研究がおこな
われることは極めて稀であった。だが報告者
が調査対象とするアルヌール・グレバンの
『受難の聖史劇』は例外的に多くの写本（11
写本）で保存されており，ある劇作品が社会
の中で変容していくあり様を記述する上で
の格好のコーパスを提供している。 
本研究課題は，応募者のこれまでの写本学
的調査と韻文技巧研究に写本間の異文の研
究を組み合わせることで，演劇作品伝承にお
けるテクストの生成を有機的に記述し，演劇
作品の伝承・受容過程を詳細に描き出そうと
する試みとして位置づけられる。 
 
２．研究の目的 
 本研究課題で報告者は，アルヌール・グレ
バン作『受難の聖史劇』各写本間の異文を分
析し，現在まで包括的にはなされていない
『受難の聖史劇』諸写本の相関関係の調査を
行うことを目的とする。同時に上演用写本に
みられる記号などの調査を行ない，それらが
実際の上演においてどのようにテクストと
して処理されたかについての諸々の可能性
を検証する。この二つの作業を通じ，演劇作
品が伝承されていく過程でテクストの追加
や削除などが行なわれていくプロセスを提
示し，もって中世文明において演劇作品が多
様な受容形態に適応していくあり様を示す。
さらに補助的作業として作者グレバンの研
究，中世末の韻文技巧研究，『受難の聖史劇』
の日本語訳が行なわれる。 
 
３．研究の方法 
本研究課題は，写本の転写および他写本と
の比較検討という性質から，長期の研究期間
を必要とする。従って四年間の研究期間を設
定し，初めに写本の転写および確認作業に集
中し，その後具体的な写本間の比較に移るこ
とを期する。 
具体的には主に複写を利用してのテクス
ト転写，転写上不明な点の確認及び写本学的
調査のためフィールドワーク，そして他の研

究者との情報交換という三要素が，本課題の
基礎的な方法を形作る。これまでに培ってき
たヨーロッパ諸研究者との情報網が活用さ
れるが，日本国内の他の言語圏・時代の演劇
研究者とのネットワーク構築にも力を注ぐ。
また日本人研究者と海外研究者のネットワ
ーク作りにも着手するべく，海外研究者を招
いた講演会などの開催を積極的に行なう。 
 
４．研究成果 
（１）主要な課題である写本の調査について
は，すでに転写を行った H写本のほか，本研
究課題において B写本，F写本，G写本の「第
一日目」相当分の転写を行った。その中で，
とくに G写本の孤立詩行（周囲の詩行と韻を
踏まない詩行）の少なさ，また推定されるそ
の作成年代，写本中で示されている音楽の指
示などから，この写本が作者アルヌール・グ
レバンに極めて近いところで作成された写
本と考え得ることを示した。またそれらの写
本の転写によって明らかになった孤立詩行
の分布の分析を通じて，各写本間の伝承上の
相関関係について理解を深めることができ
た。さらに各写本の欄外記述・写字生や作者
の名前の有無などを調査し，それらを上述の
調査と組み合わせることで，各写本の伝承上
の位置づけをより明確にすることができた。 
 
（２）グレバン作『受難の聖史劇』の詩作技
巧研究を行い，とくにその先行作品である
『アラス受難劇』との韻文構造上の相違につ
いて理解を深めた。その結果，グレバンが
様々な点で『アラス受難劇』の韻文構造上の
原理を引き継ぎつつも，とくにその韻の選択
において『アラス受難劇』よりもより意味上
の連関を重視していることを明らかにした。 
 
（３）今後『受難の聖史劇』を日本において
紹介する上で必須となる日本語訳作成の上
での参考とするために，中世フランス語テク
ストの日本語訳の例について検討を行った。
なかでも中世フランス文学最初期の傑作と
される『ローランの歌』の戦前・戦後の複数
の訳の検討を行い，中世キリスト教を背景と
する作品が日本語に移される際に生じるさ
まざまな問題を明らかにすることができた。 
 
（４）海外研究者の招聘として，グルノーブ
ル第三大学（現グルノーブル＝アルプ大学）
のエステル・ドゥーデ教授，さらにパリ＝ソ
ルボンヌ大学のジャクリーヌ・セルキリーニ
＝トゥーレ名誉教授を日本に招き，それぞれ
東京・仙台の二か所において講演会を企画し
た。また両研究者と日本の研究者との交流を
促進することができた。 
 
なお１）～３）の研究成果については，積極
的に研究発表を行うことで，それらの成果を
国内外の中世研究者たちと共有することに
努めた。その過程で，報告者の諸考察が概ね



好意的に受け入れられたことを確認できた
ことは幸いであった。 
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